
教科 学年

情報 1

１　科目の目標と評価の観点

目標

２　学習計画と観点別評価基準

１
学
期
（

2
6
）

6項
知的財産

・知的財産とは何か学習す
る。
・著作権と産業財産権につい
て学習する。

・知的財産権で保護される権
利について理解している。
・知的財産権で保護される権
利について，具体的な事例も
含めて詳細に理解している。

・著作物の利用について適正
に判断することができる。
・著作物の利用方法や引用に
ついて適正に判断することが
できる。

・知的財産について興味を持
とうとしている。
・知的財産について興味を持
ち，情報社会の進展でどのよ
うに守っていったらよいか考
えようとしている。

7項
個人情報

・個人情報とは何か理解す
る。
・個人情報が流出・特定され
る仕組みについて学習する。

・個人情報がどのように守ら
れているかを理解している。
・個人情報がどのように守ら
れているか，情報技術をもと
に科学的に理解している。

・個人が特定される可能性が
ある箇所を考えることができ
る。
・個人が特定される可能性が
ある箇所について，科学的な
根拠をもとに考えることがで
きる。

・個人情報を適切に扱おうと
している。
・特定される仕組みなど，具
体的に情報の科学的な理解を
することで，個人情報を適切
に扱おうとしている。

・問題解決のプロセスや改善
方法を具体的に考えることが
できる。
・複数の問題解決のプロセス
や改善方法を具体的に考える
ことができる。

・身の回りの問題について，
問題解決のステップに当ては
めて考えようとしている。
・身の回りの問題について，
問題解決のステップに当ては
めて考え，得られた結果を改
善に生かそうとしている。

4項
情報の収集と分析

・データマイニングについて
学習する。

・情報収集の方法を理解して
いる。
・情報収集の方法を理解し，
その技術を身につけている。

・収集した情報を表計算ソフ
トウェア等を用いて表現して
分析することができる。
・収集した情報を表計算ソフ
トウェア等を用いてグラフで
表現して分析し，複数の分析
結果からデータの関係性や特
徴を考えることができる。

・目的の情報を得るために検
索の方法を工夫して収集し，
分析しようとしている。
・目的の情報を得るために何
度も検索方法を工夫して収集
したり，分析をするためにさ
まざまな分析方法や表現方法
で工夫しようとしている。

5項
解決方法の考案

・問題解決の各場面で活用で
きる発想法を学習する。
・問題解決の各手法と整理方
法を学習する。

・ブレーンストーミングやマ
インドマップなどの発想法を
理解している。
・ブレーンストーミングやマ
インドマップなどの発想法を
理解して，活用する技能を身
につけている。

・ブレーンストーミングやマ
インドマップなどの発想法を
使い，図解して表現すること
ができる。
・ブレーンストーミングやマ
インドマップ，KJ法などの発
想法を活用し，考えを膨らま
せ，図的に表現し，広げた考
えをまとめ，問題の解決を考
案することができる。

・発想法を活用しようとして
いる。
・問題の解決方法を考案する
ために，発想法を効果的に活
用しようとしている。

・情報の特性を理解してい
る。
・情報の特性を理解し，その
利点と欠点について科学的に
深く理解することができる。

・情報の評価をし，物事を判
断することができる。
・情報の評価をし，科学的な
根拠をもって物事を判断する
ことができる。

・情報の特性を理解しようと
している。
・情報の特性を理解し，その
利点と欠点について科学的に
深く理解しようとしている。

・情報とは何か理解する。
・情報の信憑性を評価する方
法を理解する。

2項
メディアとその特性

1章1項
情報とその特性

・メディアとは何か理解す
る。
・各種メディアの特性を理解
する。

・メディアの特性を理解して
いる。
・メディアの特性を理解し，
その利点と欠点について科学
的に深く理解することができ
る。

・伝える情報に対して適切な
メディアを判断することがで
きる。
・伝える情報に対して適切な
メディアを判断し，科学的な
根拠をもって考えることがで
きる。

・情報によって適切なメディ
アを選ぼうとしている。
・情報によって適切なメディ
アを科学的な根拠をもとに選
ぼうとしている。

3項
問題を解決する方法

・問題を発見・解決するため
の一連の流れを理解する。
・PDCAサイクルについて学習
する。

・問題解決のステップを理解
している。
・問題解決のステップを理解
し，その技術を身につけてい
る。

科目 単位数 使用教科書 主な使用補助教材

情報Ⅰ 2 情報ⅠStep Forward!（東京書籍） ベストフィット情報Ⅰ（実教出版）

学習内容 学期 学習のねらい
観点別評価基準

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術
を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を養う。

評価の
観点

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

効果的なコミュニケーションの実現，コンピュー
タやデータの活用について理解し，技能を身につ
けているとともに，情報社会と人との関わりにつ
いて理解している。

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問題
の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ
効果的に用いている。

情報社会との関わりについて考えながら，問題の
発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活
用し，自ら評価し改善しようとしている。



学習内容 学期 学習のねらい
観点別評価基準

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

１
学
期
（

2
6
）

13項
情報のデジタル化

・デジタルデータとは何か学
習する。
・ビットによるコンピュータ
の情報の扱いを理解する。

・コンピュータ内の情報の扱
い方を理解している。
・コンピュータ内の情報の扱
い方を，デジタル化の仕組み
も踏まえて深く理解してい
る。

・アナログデータとデジタル
データの違いを考えることが
できる。
・アナログデータとデジタル
データの違いを踏まえて，コ
ンピュータ内部の情報の扱い
方の仕組みを詳細に考えるこ
とができる。

・データをデジタル化しよう
としている。
・さまざまなデータをデジタ
ル化しようとしている。

14項
数値の表現

・2進法，10進法，16進法の関
係を理解している。
・2進法，10進法，16進法の関
係およびｎ進法の考え方を理
解することができる。

・2進法，10進法，16進法の相
互の変換をして数値を表現す
ることができる。
・2進法，10進法，16進法の相
互の変換を短時間で効率よく
行って，数値を表現すること
ができる。

・2進法，10進法，16進法の相
互の変換をして数値を表現し
ようとしている。
・2進法，10進法，16進法の相
互の変換をしてさまざまな数
値を表現しようとしている。

・2進法，10進法，16進法につ
いて学習する。

15項
2進法の計算

・コンピュータでの整数の表
現を理解している。
・コンピュータでの正負の整
数の表現および変換の方法を
理解している。

・2進法の加算と減算を考える
ことができる。
・2進法の加算と減算や補数を
使った計算を考えることがで
きる。

・2進法の計算を理解しようと
している。
・2進法の計算を理解し，さま
ざまな正負の加算と減算をし
ようとしている。

・2進法の計算と数の表現につ
いて学習する。

10項
情報技術の進歩と役割

・インターネットによる情報
の流通について学習する。
・インターネットを用いた，
集団による文化の創造と個人
の発信について学習する。
・ネットワークの匿名性と記
録性について学習する。

・情報技術の進歩の具体例に
ついて理解している。
・情報技術の進歩の具体例に
ついて，仕組みを含めて深く
理解している。

・情報技術の進歩により生活
がどのように変化していくか
考えることができる。
・情報技術の進歩により生活
がどのように変化していく
か，科学的な仕組みをもとに
して考えることができる。

・情報技術の進歩による生活
の変化に参画していこうとし
ている。
・情報技術の進歩による生活
の変化に，情報技術の仕組み
を深く理解したうえで参画し
ていこうとしている。

11項
情報技術が社会に与える光と
影

・電子商取引やVR技術などの
新しい情報技術を学習する。
・人工知能やロボットなどの
情報技術と生活の変化につい
て理解する。
・情報化による健康への影響
やデジタルデバイドなどの問
題について学習する。

・情報技術が社会に与える光
と影について理解している。
・情報技術が社会に与える光
と影について，情報技術の仕
組みと関連させて深く理解し
ている。

・情報化の進展による弊害を
解消する方法を考えることが
できる。
・情報化の進展による弊害の
原因を分析し，解決する方法
を科学的な根拠に基づいて考
えることができる。

・情報化の進展による弊害を
解消していこうとしている。
・情報化の進展による弊害を
解消していくために，具体的
な行動をしようとしている。

8項
情報セキュリティ

・情報セキュリティについて
学習する。
・不正アクセスとソーシャル
エンジニアリングについて学
習する。

・情報セキュリティについて
理解している。
・情報セキュリティについ
て，その仕組みを含めて科学
的に深く理解している。

・セキュリティ上よいとされ
るパスワードを考えることが
できる。
・セキュリティ上よいとされ
るパスワードを考え，漏洩し
ない管理方法について考える
ことができる。

・情報セキュリティを意識し
ようとしている。
・情報セキュリティを意識し
て，積極的に行動していこう
としている。

9項
情報モラルと個人の責任

・情報社会で生活していくた
めの情報モラルを理解する。
・情報社会の安全を守るため
の，法規および個人の責任に
ついて学習する。

・インターネットトラブルに
関する法律について理解して
いる。
・インターネットトラブルに
関する法律について，どのよ
うな問題に対応しているかを
深く理解している。

・法律で禁止されているもの
とマナーによる対応が期待さ
れているものの違いを考える
ことができる。
・法律で禁止されているもの
とマナーによる対応が期待さ
れているものの違いを考え，
今後どのように変化していく
かを考えることができる。

・情報機器を扱う場合にトラ
ブルを起こさないようにして
いる。
・情報機器の仕組みを理解し
たうえで情報機器を扱う場合
にトラブルを起こさないよう
にしている。

2章12項
コミュニケーションとメディ
ア

・メディアとコミュニケー
ションの変遷について学習す
る。

・情報メディアの歴史につい
て理解している。
・情報メディアの歴史につい
て，その誕生の背景について
も深く理解している。

・メディアの電子化と情報通
信技術の関係について考える
ことができる。
・メディアの電子化と情報通
信技術の関係について，技術
的な仕組みについても詳細に
調べて考えることができる。

・コミュニケーションとメ
ディアの歴史について，関心
や意欲をもって取り組もうと
している。
・コミュニケーションとメ
ディアの歴史について，発展
した理由や背景も含め，関心
を深めて意欲的に取り組もう
としている。



学習内容 学期 学習のねらい
観点別評価基準

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

23項
情報デザイン

情報デザインとは何か学習す
る。

・情報デザインの方法を理解
している。
・情報デザインの方法と具体
的な例を深く理解している。

・情報を可視化して表現する
ことができる。
・情報を抽象化・可視化・構
造化して表現することができ
る。

・情報デザインを活用しよう
としている。
・情報デザインを活用して，
社会に参画しようとしてい
る。

１
学
期
（

2
6
）

21項
メディアと文化の発展

情報通信技術の進展がコミュ
ニケーション手段を変化させ
てきたことを理解する。

・メディアと文化の発展につ
いて理解している。
・メディアと文化の発展につ
いて情報技術の仕組みを含め
て深く理解している。

・UGCの違いについて考えるこ
とができる。
・UGCの違いを調べ，社会のど
のような変化を引き起こして
いるかについても考えること
ができる。

・インターネットの発達によ
る情報発信について関心を持
とうとしている。
・インターネットの発達によ
る情報発信をもとに，社会に
どのような変化を引き起こし
ているかについて幅広く関心
を持とうとしている。

22項
ネットコミュニケーションの
特徴

メディアの性質を科学的に理
解し、適切な情報機器やメ
ディアを選択し利用する方法
を身に付ける。

・ネットコミュニケーション
の特徴を理解している。
・ネットコミュニケーション
の特徴について，情報技術の
仕組みも含め深く理解してい
る。

・インターネットがよい方向
と悪い方向に機能する点につ
いて考えることができる。
・インターネットがよい方向
と悪い方向に機能する点につ
いて，今後の社会への影響も
含めて考えることができる。

・ネットコミュニケーション
の特徴について関心を持とう
としている。
・ネットコミュニケーション
の特徴および今後の社会への
影響についても幅広く関心を
持とうとしている。

・画像をデジタル化して表現
することができる。
・画像を目的に応じてデジタ
ル化して表現することができ
る。

・画像や動画のデジタル表現
をしようとしている。
・さまざまな形式で画像や動
画のデジタル表現をしようと
している。

19項
データの圧縮

・動画のデジタル化について
理解する。
・データの圧縮について学習
する。
・可逆圧縮と非可逆圧縮の違
いについて学習する

・データの圧縮の種類や特徴
を理解している。
・データの圧縮の種類とその
特徴や圧縮率の違いについて
深く理解している。

・データの圧縮率を考えるこ
とができる。
・さまざまな種類の圧縮方法
のデータの圧縮率を考えるこ
とができる。

・データの圧縮方法の種類や
特徴に関心を持とうとしてい
る。
・さまざまなデータの圧縮方
法の種類や特徴に関心を持と
うとしている。

20項
デジタルデータの特徴

・デジタルデータのプラス面
とマイナス面を理解する。

・デジタルデータの特徴を理
解している。
・デジタルデータの特徴を理
解し，データを扱うことがで
きる。

・デジタルデータのプラス面
とマイナス面について考える
ことができる。
・デジタルデータのプラス面
とマイナス面について考え，
マルチメディアのコンテンツ
として表現することができ
る。

・デジタルデータの特徴に関
心を持とうとしている。
・デジタルデータの特徴を考
え，マルチメディアのコンテ
ンツとして表現しようとして
いる。

18項
画像のデジタル表現

・画像のデジタル表現の方法
を理解している。
・画像のデジタル表現の方法
を理解し，さまざまな解像度
や階調のデータ量の計算方法
についても理解している。

・画像のデジタル化について
学習する。

16項
文字のデジタル表現

・文字のデジタル表現の方法
を理解している。
・さまざまな文字コードを
使った文字のデジタル表現の
方法について，仕組みについ
ても深く理解している。

・文字コードを使って文字を
数値で表現することができ
る。
・さまざまな文字コードに応
じて文字を数値で表現するこ
とができる。

・文字のデジタル表現をしよ
うとしている。
・さまざまな文字のデジタル
表現をしようとしている。

17項
音のデジタル表現

・音のデジタル表現の方法を
理解している。
・音のデジタル表現の方法
と，元の波形が再現できる標
本化周期を理解できる。

・音をデジタル化して表現す
ることができる。
・音を目的に応じてデジタル
化して表現することができ
る。

・音のデジタル表現の方法を
理解しようとしている。
・データの用途に合わせて音
質とデータ量を適切に選択
し，音のデジタル表現の方法
を理解しようとしている。

・文字のデジタル表現につい
て学習する。
・文字コードの種類について
学習する。

・音のデジタル化について学
習する。
・標本化周期と標本化周波数
について学習する。



学習内容 学期 学習のねらい
観点別評価基準

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

2
学
期
（

2
6
）

31項
アルゴリズムの表現

・アルゴリズムの必要性を理
解する。
・アルゴリズムの表現方法に
ついて学習する。

・アルゴリズムで表現する技
能を身につけている。
・さまざまなアルゴリズムの
表現を理解する技能を身につ
けている。

・問題解決の手順を考えて，
アルゴリズムで表現すること
ができる。
・問題解決の手順を考えて，
効率のよいアルゴリズムで表
現することができる。

・問題解決の手順をアルゴリ
ズムで表現しようとしてい
る。
・問題解決の手順をアルゴリ
ズムで効率よく表現しようと
している。

29項
処理の仕組み

・コンピュータの処理とデー
タの流れについて学習する。
・プログラムの動作の仕組み
について学習する。

・コンピュータの計算手順を
理解している。
・コンピュータの計算手順を
深く理解している。

・コンピュータの処理の仕組
みを考えることができる。
・コンピュータの処理の仕組
みを科学的に深く考えること
ができる。

・コンピュータの仕組みに興
味を持とうとしている。
・コンピュータの仕組みに興
味を持ち，クロック周波数を
調べようとしている。

30項
論理回路

・コンピュータの処理の基本
的な回路と演算の仕方につい
て学習する。

・論理回路について理解して
いる。
・論理回路について理解し，
計算する能力が身についてい
る。

・論理回路を真理値表に表現
することができる。
・さまざまな論理回路を真理
値表に表現することができ
る。

・論理回路を真理値表で表そ
うとしている。
・さまざまな論理回路を真理
値表で表そうとしている。

・コンピュータの基本構成を
理解する。

・コンピュータの構成につい
て理解している。
・コンピュータの構成につい
て科学的に深く理解してい
る。

・身の回りの機器にどのよう
なセンサが組み込まれている
か考えることができる。
・身の回りの機器にどのよう
なセンサが組み込まれ，どの
ように活用されているか仕組
みを踏まえて科学的に深く考
えることができる。

・コンピュータの構成に興味
を持とうとしている。
・コンピュータの構成につい
て，身近な機器と関連付けて
深く幅広く興味を持とうとし
ている。

28項
ソフトウェア

・ソフトウェアの種類につい
て学習する

・ソフトウェアの働きを理解
している。
・ソフトウェアの働きについ
て，その仕組みについても科
学的に深く理解している。

・ソフトウェアとハードウェ
アの処理の流れを考えること
ができる。
・ソフトウェアとハードウェ
アの処理の流れを仕組みに基
づいて科学的に深く考えるこ
とができる。

・ソフトウェアとハードウェ
アの連携に興味を持とうとし
ている。
・ソフトウェアとハードウェ
アの連携について，身の回り
の機器と関連付けて深く幅広
く興味を持とうとしている。

26項
コンテンツ設計

・情報デザインを行う場合の
一連の流れについて学習す
る。

・デザイン思考の流れについ
て理解している。
・デザイン思考の流れに沿っ
て制作することができる。

・問題解決をするためにデザ
イン思考の流れで考えること
ができる。
・問題解決をするために効果
的なコミュニケーションのた
めに情報デザインを行ってい
る。

・ユーザ分析をして，効果的
なコミュニケーションのため
に情報デザインを行おうとし
ている。
・ユーザ分析をして，伝わり
やすく効果的なコミュニケー
ションのために情報デザイン
を行おうとしている。

24項
操作性の向上と情報技術

・情報デザインの方法である
抽象化，可視化，構造化を理
解する。

・ユーザインタフェースとは
何かを理解している。
・ユーザインタフェースと
ユーザエクスペリエンスにつ
いて的確に理解している。

・使いやすさを高めるユーザ
インタフェースを考えること
ができる。
・ユーザエクスペリエンスを
高めるためのユーザインタ
フェースを考えることができ
る。

・全ての人に使いやすいデザ
インの工夫や取り組みを考え
ようとしている。
・全ての人に使いやすいデザ
インの工夫や取り組みを複数
考えようとしている。

１
学
期
（

2
6
）

3章27項
コンピュータの構成

25項
全ての人に伝わるデザイン

・ユーザインタフェースにつ
いて学習する。
・ユニバーサルデザインにつ
いて学習する。

・ユニバーサルデザインとは
何かを理解している。
・ユニバーサルデザインとは
何かを理解し，アクセシビリ
ティやユーザビリティの考え
方についても適切に理解して
いる。

・カラーバリアフリーを考え
て制作物を表現することがで
きる。
・カラーバリアフリーおよび
アクセシビリティを考えて制
作物を表現することができ
る。

・全ての人に使いやすいデザ
インの工夫や取り組みを考え
ようとしている。
・全ての人に使いやすいデザ
インの工夫や取り組みを複数
考えようとしている。



学習内容 学期 学習のねらい
観点別評価基準

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

・シミュレーションを通して
モデルの評価を考えることが
できる。
・シミュレーションを通して
多面的にモデルを評価し，改
善策を考えることができる。

・シミュレーションの活用方
法を考えようとしている。
・シミュレーションの活用方
法を考え，具体的に問題の解
決策を検証しようとしてい
る。

39項
シミュレーションの活用

・モデル化とシミュレーショ
ンにおける注意点を学習す
る。
・テーマを決めて，表計算ソ
フトウェアでシミュレーショ
ンを行う。

・シミュレーションをする技
能を身につけている。
・問題解決に役立つシミュ
レーションをする技能を身に
つけている。

・シミュレーションしたモデ
ルの評価を考えることができ
る。
・シミュレーションしたモデ
ルの評価を多面的に考えるこ
とができる。

・シミュレーションを活用し
て問題解決を行おうとしてい
る。
・シミュレーションを活用し
て問題解決を行い，身近な問
題にも応用しようとしてい
る。

36項
問題のモデル化

・モデル化の考え方と，モデ
ルの分類について学習する。

・モデル化の手順を理解して
いる。
・モデル化の手順やさまざま
な分類を詳細に理解してい
る。

・対象の事象をモデル化して
表現することができる。
・対象の事象をモデル化して
表現し，実際に利用して起こ
りうることを多角的に考える
ことができる。

・問題解決の手段としてモデ
ル化をしようとしている。
・問題解決の手段としてモデ
ル化をし，身近な問題解決に
役立てようとしている。

37項
モデル化の活用

・モデル化を使った問題解決
の方法を学習する。

・モデル化をする技能を身に
つけている。
・効率よく効果的にモデル化
をする技能を身につけてい
る。

・開発したモデルの評価を考
えることができる。
・開発したモデルの評価を多
面的に考えることができる。

・モデルを活用して問題解決
を行おうとしている。
・モデルを活用して問題解決
を行い，身近な問題にも応用
しようとしている。

2
学
期
（

2
6
）

38項
シミュレーション

・シミュレーションの必要性
を理解する。

・シミュレーションの手順を
理解している。
・シミュレーションの手順を
理解し，シミュレーションを
する技能を身につけている。

33項
プログラムの仕組み

・探索アルゴリズムについて
考える。
・整列アルゴリズムについて
考える。

・プログラムを作成するため
の技能を身につけている。
・プログラムを作成するため
の技能を深く身につけてい
る。

・コンピュータに命令すると
きに注意することを考えるこ
とができる。
・コンピュータに命令すると
きに注意することを，コン
ピュータの仕組みをもとに深
く考えることができる。

・プログラムを作成しようと
している。
・プログラムを作成し，正確
な答えが得られるプログラム
を完成させようとしている。

35項
プログラムの応用

・プログラムでの関数の利用
について学習する。
・素数を求めるプログラムを
開発・改善する。
・簡易な対話プログラムを開
発する。

・関数やAPIの利用で，プログ
ラムを効率よく活用できるこ
とを理解している。
・さまざまな関数やAPIの利用
で，プログラムを効率よく活
用できることを幅広く深く理
解している。

・関数やAPI等を利用して，プ
ログラミングで表現すること
ができる。
・関数を用いて構造化した
り，APIの連携など外部のプロ
グラムを活用して，効率よく
正確なプログラミングで表現
することができる。

・プログラムを作成しようと
している。
・プログラムを作成し，正確
な答えが得られるプログラム
を完成しようとしている。

34項
プログラミング入門

・プログラムとは何か理解す
る。
・プログラムのデータ構造に
ついて学習する。
・プログラムの作り方を学習
する。
・プログラムで制御構造を組
み合わせることを学習する。

・プログラミング言語による
プログラムを作成するための
方法を理解している。
・プログラミング言語による
プログラムを作成するための
方法を，深く理解している。

・プログラミングで表現する
ことができる。
・正確かつ効率のよいプログ
ラミングで表現することがで
きる。

・プログラムを作成しようと
している。
・プログラムを作成し，正確
な答えが得られるプログラム
を完成させようとしている。

32項
アルゴリズムの効率性

・同じ問題に対して異なるア
ルゴリズムの解決方法がある
ことを理解する。

・探索アルゴリズムを理解し
ている。
・最終的な結果は同じにな
る，異なる探索アルゴリズム
について，違いを詳細に理解
している。

・目的に応じたアルゴリズム
を考えることができる。
・正確かつ効率のよい，目的
に応じたアルゴリズムを考
え，判断することができる。

・目的に応じたアルゴリズム
を考えようとしている。
・目的に応じた複数のアルゴ
リズムを考え，より効率のよ
いアルゴリズムを考えようと
している。



学習内容 学期 学習のねらい
観点別評価基準

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

・情報システムを信頼して使
える工夫について活用しよう
としている。
・情報システムを信頼して使
える工夫について，さまざま
な場面や方法で活用しようと
している。

・データベースを使って管理
しているものを考えることが
できる。
・データベースを使って管理
しているものを，複数考える
ことができる。

・身の回りのビッグデータの
管理と活用に興味を持とうと
している。
・身の回りのビッグデータの
管理と活用に興味を持ち，活
用していこうとしている。

44項
情報システム

・サーバの役割について学習
する。
・WWWサービスと電子メールに
ついて学習する。
・Webのニュースページを作成
する。

・社会にある情報システムの
サービスについて理解してい
る。
・社会にある情報システムの
サービスを，仕組みについて
も詳しく理解している。

・情報化が進展すると，暮ら
しや社会がどのように変化し
ていくか考えることができ
る。
・情報化が進展すると，暮ら
しや社会がどのように変化し
ていくか，進展に伴うメリッ
トとデメリットも含めて考え
ることができる。

・情報システムと通貨につい
て関心を持って取り組んでい
る。
・情報システムと通貨につい
て，どのような仕組みになっ
ているか詳細についても関心
を持って取り組んでいる。

45項
さまざまな情報システム

46項
情報システムの信頼性

・情報システムの信頼性につ
いて学習する。

・情報システムを信頼して使
える工夫について理解してい
る。
・情報システムを信頼して使
える工夫について，仕組みに
基づいて深く理解している。

・情報システムを信頼して使
える工夫について，活用でき
る場面を考えることができ
る。
・情報システムを信頼して使
える工夫について，活用でき
る場面や対策方法を複数考え
ることができる。

47項
データの活用とデータベース

・データベースを処理するシ
ステムについて学習する。

・データベースの種類につい
て理解している。
・データベースの種類と仕組
みについて，深く理解してい
る。

・身の回りの端末に活用され
ている情報システムに興味を
持とうとしている。
・身の回りの端末にさまざま
な場面で活用されている情報
システムに興味を持ち，オー
プンデータを自分で活用しよ
うとしている。

・情報システムのサービスや
形態について学習する。

・情報システムの種別を理解
している。
・情報システムの種別と，そ
れぞれの仕組みを深く理解し
ている。

・身の回りの端末に活用され
ている情報システムの例を考
えることができる。
・身の回りの端末にさまざま
な場面で活用されている情報
システムを複数考えることが
できる。

42項
インターネットの利用

・インターネットの接続方法
について学習する。
・小規模LANの構築方法を学習
する。
・ネットワークに接続した場
合の機器の機能拡張について
考える。
・プロトコルとその1つとして
TCP/IPについて学習する。
・IPアドレスについて学習す
る。

・WWWで使われている仕組みに
ついて理解している。
・WWWで使われている仕組みに
ついて科学的に深く理解して
いる。

・インターネットが普及した
理由を考えることができる。
・インターネットが普及した
理由を情報技術の仕組みを踏
まえて深く多角的に考えるこ
とができる。

・インターネットで使われて
いる仕組みについて関心を持
とうとしている。
・インターネットで使われて
いる仕組みをもとに，今後の
利用について考えようとして
いる。

43項
安心安全を守る仕組み

・暗号化通信について学習す
る。

・情報セキュリティの技術に
ついて理解している。
・情報セキュリティの技術に
ついて具体的な対策も含め，
深く理解している。

・データを暗号化して表現す
ることができる。
・さまざまな方法で，データ
を暗号化したり復号したりし
て表現することができる。

・情報セキュリティを高める
技術を実践しようとしてい
る。
・情報セキュリティを高める
技術を実践するために，具体
的な場面と方法を考えて行動
しようとしている。

4章40項
情報通信ネットワーク

・インターネット接続につい
て理解している。
・インターネット接続につい
て科学的に深く理解してい
る。

・家庭内LANの構築を考えるこ
とができる。
・インターネットの今後の利
用について科学的な根拠に基
づいて詳細に考えることがで
きる。

・ネットワークの仕組みにつ
いて興味を持とうとしてい
る。
・ネットワークの仕組みにつ
いて興味を持ち，今後の利用
について考えようとしてい
る。

41項
デジタル通信の仕組み

・情報通信ネットワークとは
何か学習する。

・デジタル通信の仕組みにつ
いて理解している。
・デジタル通信の仕組みにつ
いて，深く理解している。

・プロトコルによってどのよ
うにコンピュータどうしが通
信しているかを考えることが
できる。
・情報に応じて適切なプロト
コルを判断し，どのように通
信したらよいかを考えること
ができる。

・コンピュータに割り振られ
ているIPアドレスをどのよう
に調べたらよいか考えようと
している。
・コンピュータに割り振られ
ているIPアドレスをどのよう
に調べたらよいか考え，調べ
ようとしている。

３
学
期
（

1
8
）



学習内容 学期 学習のねらい
観点別評価基準

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

・データの管理と整理をしよ
うとしている。
・データの管理と整理をし，
データを活用していこうとし
ている。

・データの性質を適切に判断
してアンケートに表現しよう
としている。
・データの性質を適切に判断
してアンケートに表現し，適
切に分析しようとしている。

・データの分析をしようとし
ている。
・多角的にデータの分析をし
ようとしている。

51項
不確実な事象の解釈

・仮説検定の考え方と流れを
学習する。

・仮説検定について理解して
いる。
・仮説検定について，考え方
を深く理解している。

・仮説検定により，仮説が正
しいといえるか判断すること
ができる。
・問題解決のために仮説を立
て，仮説検定により，それが
正しいといえるか判断するこ
とができる。

・統計的な考え方に基づいて
結果を判断しようとしてい
る。
・統計的なさまざまな考え方
に基づいて，結果を判断した
り，妥当性を考察したりしよ
うとしている。

52項
2つのデータの関係

・適切なデータの解釈方法を
学習する。
・相関関係と因果関係につい
て学習する。

・相関関係と因果関係につい
て理解している。
・相関関係と因果関係につい
て理解し，単回帰分析をして
いる。

・2つのデータの関係性につい
て考えることができる。
・2つのデータの関係性につい
て，未来を予測して考えるこ
とができる。

・過去のデータから未来を予
測しようとしている。
・過去のデータから未来を予
測し，社会で活用していこう
としている。

・関係データベースで正規化
して表現することができる。
・関係データベースで正規化
し，主キーを設定して表現す
ることができる。

49項
データの収集と種類

・データの種類と尺度とは何
か学習する。
・データの種類と尺度を判断
する。

・データの種類について理解
している。
・さまざまなデータの種類と
その適切な処理方法について
理解している。

・データの性質を把握して，
適切な処理方法を判断するこ
とができる。
・データの性質を把握して，
適切な処理方法を判断してア
ンケートに表現することがで
きる。

３
学
期
（

1
8
）

50項
データの分析

・テキストデータの分析方法
を学習する。
・データを可視化する方法を
学習する

・データを可視化する技能を
身につけている。
・データを可視化するさまざ
まな種類の技能を身につけて
いる。

・テキストマイニングで分析
した結果から得られることを
考えることができる。
・テキストマイニングで分析
した結果から得られること
を，多角的に考えることがで
きる。

48項
データの管理

・関係データベースについて
学習する。

・関係データベースにおける
検索の技能を身につけてい
る。
・SQLを活用した関係データ
ベースにおける検索の技能を
身につけている。


